
□ その他

■ 既存事業の拡充

□ 事業の新規立案

１．現状維持　２．拡充　３．縮小

68.20

□ 事業の廃止・縮小

□ 事務事業の再編

56.10 59.00

未達成

- 67.00 67.30

具体的な対応策等

　

100.00 100.00

0.0021.82 21.14 0.00

- 100.00

75.00

22.42

63.10

0.00

単位

60.70

所属長 環境水道部長　小林　毅

５．二次評価（所属長の見解）

・環境基本計画の見直しや住宅用省エネ設備設置費補助金の拡充、環境コンテストの継続により、市民、企
業、市それぞれの環境意識の向上に取り組む。
・河川の水質については、水路工事や気象条件等による流入水量の変動から大きな影響を受けることも多い
が、汚染原因となるものに関して、県と連携しながら解消に努めいていく。
・再生可能エネルギーの活用やエネルギーの地産地消等を進めるため、地域新電力（ふかやｅパワー等）と
連携し、温室効果ガス排出量削減に向けた施策を推進していく。

　「ゼロカーボンシティふかや」の実現を目指し、省エネ設備の普及促進、環境意識の高揚・温室効果ガス排出削減を図るとともに、環境に
配慮した取組を促進するため、引き続き、地域新電力（ふかやｅパワー等）との連携や地球温暖化対策の啓発事業、河川浄化団体の支援が求
められる。河川の水質環境基準については、日常生活に影響があることから引き続き調査を実施し、関係機関と連携を図りながら対応する必
要がある。

100.00

100.00 25.00

22.76

４．改善改革プラン（３．一次評価を受けての具体的な解決策）

区分

- 23.67 23.35

　環境に配慮した取組アンケートでは、前年度の数値は上回ったものの、今年度の目標値には至らなかった。引き続き、クールチョイス等啓
発活動に取り組む必要がある。河川水質については、環境基準適用河川で測定した4地点すべてでBODの基準を上回った。排水の指導権限を持
つ県に協力して、汚染原因の解消に努めていく。
※市民1人1日あたりの温室効果ガス排出量について、埼玉県が策定している排出量が変更になったため、実績値と目標値が出せなくなってい
る。今後、新たな目標値を設定する。

評価者 環境水道部次長兼環境課長　野中　護

３．一次評価（今後の施策の方向性）

区分

100.00

市民１人１日あたりの温室効果ガス排出量
　

拡充

中項目 3 人と自然にやさしいまちづくり

小項目 1

％
深谷市民まちづくりアンケート

75.00 0.00

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度

河川水質環境基準達成（ＢＯＤ）率
％

測定分析報告書（達成地点数÷適用地点数×１００）

67.60 67.90

60.20

指標名（上段）

一部達成 未達成 未達成

区
分

成
果
指
標

令和4年度

　

ｋｇ－ＣＯ２／人・日

　

　

22.08

総
合
計
画

大項目 4 安心とやすらぎを感じられるまち

令和4年6月22日（水）

算出式・説明（下段）
環境に配慮した取組（省エネ、自然や川の保全活動など）
を行っている市民の割合

施策評価表

２．評価指標

１．基本事項 作成日

施策 自然・生活環境の保全 期間 施策担当部課名 環境水道部 環境課平成30年度～令和4年度

施策推進の
ための主な

取組

重要度・
満足度

施策を取り巻
く社会状況等

　自然・生活環境の保全に対する市民の重要度はやや低く、満
足度はやや高い状況となっている。

　環境問題は地球規模で深刻さを増しており、日常生活に影響
する問題も発生していることから、関心は高まっている。

環境政策企画事務
公害防止対策事業
地球温暖化対策事業
自然保護事業

上段は目標値、下段は実績値

　市民、企業、市それぞれが環境意識の向上に取り組み、公害対
策や温室効果ガス排出量を削減することで豊かな自然観環境を保
護し、環境にやさしい緑豊かなまちを維持することを目的としま
す。

目的・
対象自然・生活環境の保全

主要プロジェクト

＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞


